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１　図書委員会
第１回：平成１２年４月２７日（木）
・平成１１年度図書費決算報告について、平成１２年度図書
費予算編成について、図書委員会規程等の改正につい
て、図書館自己点検・評価委員会委員の選出について、
ほか
第２回：平成１２年６月１５日（木）
・平成１２年度基本図書（前期分）の選定について、図書
館内のインターネット環境について、ほか
第３回：平成１２年１０月１２日（木）
・平成１３年度図書費予算の申請について、平成１３年度図
書館運営に係る予算申請について、懇談事項「図書館
規程整備」について、ほか
第４回：平成１２年１０月１９日（木）
・平成１２年度基本図書（後期分）の選定について、
版データベース導入について、	
の無料ト
ライアルについて
第５回：平成１２年１１月７日（火）
・図書館オープンシステムの導入について、図書館規程
整備について、ほか
第６回：平成１３年２月２２日（木）
・平成１３年度前期基本図書（私立大学等研究設備整備費
等補助金対象図書）の選定について、図書館の規程整
備について、平成１３年度図書館の開館予定について、
平成１３年度図書館利用案内年間実施計画について、図
書館ビジョンの進捗状況について、ほか
２　図書館自己点検・評価委員会
　平成１２年度は、「関西大学図書館がめざす方向－ビジョ
ン７項目－」に焦点を合わせて点検・評価をおこない、
図書委員会に報告するとともに、同報告書を本誌に掲載
した。
３　図書館課長会議
　図書館長、図書館次長、運営課長、閲覧参考課長、お
よび学術資料課長で構成する会議。図書館運営の各種施
策について審議・協議した。平成１２年度は１６回開催。同
課長会議のもとに、ビジョン推進会議のほか各種委員会
を設置した。

４　関西四大学図書館館長会議
平成１２年１１月２８日（火）、於：関西学院大学
・出席者：関学大、関西大、同志社大、立命館大の各館
長と事務管理職者および幹事
・報告事項（２０００年度四大学図書館連絡会・相互利用担
当者会・図書館研修会）、協議事項（研修運営要項の改
正）、ほか
　　なお、図書館長会議のもとで、関西四大学図書館職
員研修会を、１１月１０日と１１月２０日の２回開催した。　
５　図書館ビジョンの推進関係
　「関西大学図書館がめざす方向－ビジョン７項目－」
にもとづき、①図書館ホームページをサービス主導型に
改訂し、新しい窓口を「電子カウンター」と位置づける、
②総合図書館に２年計画でアウトソーシング導入、日曜
開館に加え祝日も開館、夜間開館を２２時まで延長、開館
中は全エリアを開放、③新大学院棟と図書館が回廊で結
ばれ、研究者専用通路を設けて、サービス向上をめざし
た研究者カウンター設置、④ＯＰＡＣデータベースの拡
充のため、目録情報の「第２次遡及入力３カ年計画（個
人文庫対象）」を開始。詳細は、本誌「図書館自己点検・
評価について」に記載のとおり。
６　「中村幸彦文庫」創設
　平成１０年７月から本学に寄託されていた元文学部教
授・元図書館長中村幸彦先生の旧蔵書が正式に譲渡され
たことにより、平成１３年３月１２日付、図書館に「中村幸
彦文庫」を創設した。
７　展示会
於：総合図書館展示室
　春季特別展（４月１日～６月３０日）
「本草への招待－本草書とその周辺－」
　秋季特別展（１０月１６日～１２月１６日）
「生誕７０周年記念開高健展」
記念講演会（１１月１８日、於：総合図書館図書館ホール）
・対談「開高健を語る」
・編集者背戸夫氏と図書館長山野博史教授による。
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平成１２年度図書館活動報告
８　文部省私立大学等研究設備整備費等補助
　図書委員会で選定し大学より申請した結果、図書館関
係については次の３点の補助金を得た。
　特別設備
・国立国会図書館所蔵明治期刊行図書マイクロ版集成
「歴史、地理・風俗、宗教、伝記」マイクロフィル
ム　リール
　特定図書
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９　日本私立学校振興・共済事業団私立大学等経
常費補助
　図書館関係について大学より申請した結果、次の各テ
ーマにより補助金を得た。
　特別補助（教育学術情報ネットワーク）
・ＯＰＡＣ・データベースの拡充
　特別補助（特色ある教育研究の推進）
・貴重書の利用に関する環境整備並びに解題目録・
版目録等の作成
　特別補助（教育・学習方法等改善支援経費）
・図書館における利用サービスの拡大と新たなアクセ
ス環境の整備
１０　私立大学図書館協会「協会賞」受賞
　２０００年度私立大学図書館協会・総大会（専修大）にて、
内藤文庫目録版	刊行の功績に対して
「協会賞」を受賞した。
１１　図書館の刊行物等
　『図書館利用案内』２００１年度版を編集発行。
　『文献のさがし方から入手まで』の改訂増版発行
＊図書館ホームページの「文献の探し方」も更新。
　本誌第５号を図書館ホームページに全文掲載。
９９
平成１２年度図書館活動報告
１　冊子目録等
○細江文庫目録……４５０円
　わが国英語学界の重鎮、故細江逸記の旧蔵書目録。
○大阪関係資料目録……６５０円
　昭和３５年１月１日現在所蔵の大阪府、市関係の図書・地図・近世文
書・堂島文書・芝居番付・明治中期広告の総合目録。
○生田文庫・頴原文庫目録……非売品
　在野の万葉集研究家故生田耕一の旧蔵書の一部。および故頴原退蔵の
旧蔵書目録。
○吉田文庫目録……１３００円
　元トルコ駐在特命全権大使であった故吉田伊三郎の旧蔵書目録。
○岩崎美隆文庫・五弓雪窓文庫目録……１５００円
　江戸時代末期の国学者岩崎美隆の旧蔵書目録。および幕末の漢学者、
五弓雪窓の旧蔵書目録。
○増田渉文庫目録……６０００円
　わが国魯迅研究の第一人者であった元文学部教授故増田渉の旧蔵書目
録。魯迅の全著作の初版本他。
○矢口文庫目録……２７００円
　本学の元学長で、イギリス経済史学界の重鎮であった故矢口孝次郎の
旧蔵書目録。
○極東国際軍事裁判資料目録……非売品
　極東国際軍事裁判における検察側および弁護側提出の書証と関係資料
の目録。
○泊園文庫蔵書書目ならびに索引の部……品切れ
　幕末の浪速私学「泊園書院」の旧蔵書目録。
○近世文書目録　その一……１３５０円、その二……２０００円
　大阪周辺の庄屋文書を核に、ほぼ全国各地の近世文書を加えたコレク
ション。
○大阪文芸資料目録……３５００円
　明治以降の、大阪にゆかりのある作家・画家・芸能人などの作品や大
阪を題材とした作品などの目録。
○内藤文庫漢籍古刊・古鈔目録……２５００円
　内藤湖南・伯健父子の旧蔵書の一部善本類の目録。
○内藤文庫リスト　№１～№５…非売品
○芝居番付目録……８０００円
　大阪を中心とする宝暦から昭和に至る歌舞伎、浄瑠璃等の芝居番付約
６５００点の目録。
○大坂画壇目録……品切れ
○摂津国嶋上郡高浜村西田家文書目録……非売品
○河内国丹北郡六反村谷川家文書目録……非売品
○摂津国住吉郡中喜連村佐々木家文書目録……非売品
○和泉国大鳥郡豊田村小谷家文書目録……非売品
○和泉国大鳥郡岩室村中林家文書目録……非売品
２　図書館出版図書
○江戸書状（全三巻）
　旗本鈴木家と庄屋西田家との往復書簡集
　　第一巻（天保七年から弘化四年）……６６９５円
　　第二巻（嘉永元年から安政六年）……５６６５円
　　第三巻（万延元年から明治元年）……３９１４円
○おおさか文藝書画展　図録……２０００円
　平成６年９月、図書館創設８０周年記念・文学部創設７０周年記念として
開催した「おおさか文藝書画展－近世から近代へ－」の図録である。
○展示目録　大坂の書と画と本……１０００円
○関西大学図書館影印叢書　第一期　全十巻
　第一巻　『古今序聞書』……１５０００円
　　解題　関西大学文学部教授　片桐洋一
　第二巻　『能面図』……３００９８円
　　解題　関西大学文学部教授　関屋俊彦
　第三巻　『勧進能并狂言尽番組』……２１３６０円
　　解題　関西大学文学部教授　関屋俊彦
　第四巻　『近世俳書集』……１２６２２円
　　解題　関西大学文学部教授　乾　裕幸
　第五巻　『浮世草子集』……２８０００円
　　解題　関西大学文学部助教授　山本　卓
　第六巻　『西川祐信集』……４９０００円（上・下巻セット）
　　解題　関西大学文学部助教授　山本　卓
　第七巻　『青本黒本集』……２４０００円
　　解題　関西大学非常勤講師　神楽岡幼子
　第八巻　文学雑誌『葦分船』……２３０００円
　　解題　関西大学文学部教授　浦西和彦
　第九巻　『えんぴつ』……６３０００円（上・下巻セット）
　　解題　関西大学文学部教授　吉田永宏
　第十巻　『日本文学報国会・大日本言論報国会設立関係
書類』……３００００円（上・下巻セット）
　　解題　関西大学文学部教授　浦西和彦
〈影印叢書の表示価格は本体価格です。ご購入の際には消
費税が加算されます。〉
　　なお、影印叢書のパンフレットをご希望の方は、図書
館運営課へお申し出ください。
図書館フォーラム第５号（２０００）
１００
図書館出版物案内
●図 ●書●館 ●活●動 ●報●告 
　平成１２年度は、春季及び秋季の２回特別展を開催
した。
春季特別展
　「本草への招待－本草書とその周辺－」
平成１２年４月１日～６月３０日
　本草は、古代中国で生まれた薬草のことで、本草
書とは、人の病の治療と養生に用いる薬を記述した
ものである。日本には奈良時代大陸の諸文物ととも
に渡来し、江戸時代にとくに盛んとなった。
　今回の展示では、今日伝わる最古の本草書「神農
本草経」の影印本や現代語訳版をはじめ、岡西為人
が宋代以後の本草書から捨輯し、経文は朱書、その
他の注は墨書して区別し、本来の形で復原した「重
輯新修本草」や横井金谷が「爾雅」の釈草上下から
我国に馴染の深い草木を選び、多くの画家に書かせ
て２帖に仕立てた「爾雅釈草図」など、さらには、
日本に渡来した後、日本独自の発展をしたといわれ
るものとしての岩崎灌園の草木の栽培法について記
述した「草木育種」や平賀源内の「物類品」など
３０点を展示した。
秋季特別展
　「生誕７０周年記念　開高健展」
平成１２年１０月１６日～１２月１６日
　　　　記念講演会
　　　　　対談「開高健を語る」
　　　　　編集者　背戸夫氏　山野博史図書館長
　　　　　平成１２年１１月１８日
　　　　　於：総合図書館３階図書館ホール
　開高健の早すぎた死からはやくも十年がたち存命
ならば古希を迎えるはずの今年、生誕７０周年記念と
して本展示を開催した。
　関西大学図書館が所蔵する「大阪文芸資料」のな
かで、開高健ゆかりの資料は自筆原稿、書簡、色紙、
初出誌、各種初版本、参考文献など、質量ともに内
容が充実しているもののひとつである。今回はこの
中から、若き日につどった同人誌『えんぴつ』のオ
リジナルをはじめとする大阪で活躍した時代の資料
を中心に、出世作「パニック」の自筆原稿や各賞受
賞作、代表作、特装本、ポスターなどを展示した。
　若き日の開高と親交のあった方から拝借した資料
を含め約５０点を展示し、その一部は展示終了後大阪
文芸資料として寄贈を受けた。
　あわせて編集者として開高健とかかわりのあった
背戸夫氏をむかえて山野図書館長が対談した。東
京へ移ってからの開高健の人と仕事について、興味
深いお話をうかがうことができた。
１０１
図書館展示計画委員会報告
図書館展示計画委員会報告
本草への招待－本草書とその周辺－
『草木育種』　　　　
生誕７０周年記念　開高健展
『えんぴつ』ほか　　
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関西大学図書委員会規程
関西大学図書館自己点検・評価委員会規程
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１０２
改　　正現　　行
第１条　　　　　　　　＜省　略＞
（構　成）
第２条　委員会は、大学学部、外国語教育研究機構、全学共
通教育推進機構委員会、大学院委員会選出の委員及び図書
館長で構成する。
２　委員は、学部、外国語教育研究機構、全学共通教育推進
機構委員会及び大学院委員会が、次に掲げる定数に従って
選出し、学長が委嘱する。
　　　　法学部　　２名　　文学部　　　　　　　３名
　　　　経済学部　２名　　商学部　　　　　　　２名
　　　　社会学部　２名　　総合情報学部　　　　２名
　　　　工学部　　２名　　外国語教育研究機構　２名
　　　　全学共通教育推進機構委員会　　　　　　１名
　　　　大学院委員会　１名
第３条～第６条　　　　＜省　略＞
　附　則
１　この規程（改正）は、平成１２年４月１日から施行する。
２　第２条第２項に規定する外国語教育研究機構選出の委員
の定数は、当分の間、１名とする。
第１条　　　　　　　　＜省　略＞
（構　成）
第２条　委員会は、大学学部、教養委員会、大学院委員会選
出の委員及び図書館長で構成する。
２　委員は、学部、教養委員会及び大学院委員会が、次に掲
げる定数に従って選出し、学長が委嘱する。
　　　　法学部　　　　２名　　文学部　　　　　３名
　　　　経済学部　　　２名　　商学部　　　　　２名
　　　　社会学部　　　２名　　総合情報学部　　２名
　　　　工学部　　　　２名　　教養委員会　　　２名
　　　　大学院委員会　１名
第３条～第６条　　　　＜省　略＞
　　規程・内規・要領の改正
平成１２年度に改正のあった諸規程
改　　正現　　行
第１条～第７条　　　　＜省　略＞
（事　務）
第８条　委員会の事務は、運営課が行う。
　附　則
１　この規程（改正）は、平成１２年４月１日から施行する。
第１条～第７条　　　　＜省　略＞
（事　務）
第８条　委員会の事務は、図書情報管理課が行う。
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改　　正現　　行
第１条　　　　　　＜省　略＞
（休館日）
第２条　図書館の休館日は、次のとおりとする。
　　第１土曜日
　　本大学記念日
　　図書の整備、現物照合等に必要な期間
　　その他別に定める日
２　　　　　　　　＜省　略＞
（開館時間）
第３条　図書館の開館時間は、別に定める。
２　　　　　　　　＜省　略＞
第４条
　　　　　　　＜省　略＞
第４２条
　附　則
１　　　　　　　　＜省　略＞
２　高槻キャンパスに設置の高槻図書室の利用に関しては、
この規程を準用するものとする。
３　この規程の第６条第１項第１号及び第２号により交付す
る利用券は、平成６年度より職員証及び学生証をもってこ
れに代える。
　附　則
この規程（改正）は、平成１２年４月１日から施行する。
〜
第１条　　　　　　＜省略＞
（休館日）
第２条　図書館の休館日は、次のとおりとする。
　　休業期間中の日曜日
　　国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規
定する休日
　　本大学記念日
　　夏季及び冬季休業の一定期間
　　曝書及び図書の現物照合に必要な期間
２　図書館長は、前項の休館日のほか、臨時に休館日を定めるこ
とができる。
（開館時間）
第３条　図書館の開館時間は、次のとおりとする。
　　通常期間　ア　平　日　午前９時から午後９時３０分まで
　　　　　　　　イ　日曜日　午前１０時から午後６時まで
　　休業期間　　　　　　　午前１０時から午後８時まで
２　図書館長は、開館時間を臨時に変更することができる。
第４条
　　　　　　　　＜省略＞
第４２条
　附　則
１　この規程（改正）は、平成６年４月１日から施行する。
２　高槻キャンパスに設置の高槻図書室の利用に関しては、
この規程を準用するものとする。ただし、同図書室の開室
時間は別に定める。
３　この規程の第６条第１項第１号並びに第２号により交付
する利用券は、平成６年度より職員証並びに学生証をもっ
てこれに代える。
〜
　
　お知らせ
平成１３年４月１日から、次のとおり取り扱います。
図書館利用に関する取扱要領
制定　平成２年４月１日
　（趣　旨）
第１条　この要領は、関西大学図書館利用規程（以
下「利用規程」という。）の施行に関して必要な
事項を定めるものとする。
　（休館日）
第２条　図書館の休館日は、別表第１のとおりとす
る。
　（開館時間）
第３条　総合図書館各フロア及び高槻図書室の開館
（開室）時間は、別表第２のとおりとする。
　（利用者の範囲及び取扱い）
第４条　利用規程第４条に規定する図書館を利用で
きる者及びその取扱いは、別表第３のとおりとす
る。
　（入館手続）
第５条　利用者が図書館を利用するときは、教職員
証、学生証、又は入退出カードにより入館手続を
行わなければならない。
　（利用券の交付手続）
第６条　利用券の交付手続は、次のとおりとする。
　利用規程第６条第１項第１号の職員利用券は、
教職員証又は入退出カードをもってこれに代え
る。
　利用規程第６条第１項第２号の学生利用券は、
学生証をもってこれに代える。
　利用規程第６条第１項第３号の校友利用券は、
本学卒業者の願い出により交付し、その有効期
間は当該年度内とする。
　利用規程第６条第１項第４号の相互利用券は、
利用者の願書と当該図書館の紹介状により交付
することができる。ただし、関西四大学図書館
相互利用協定に基づく利用については、その協
定による。
　本学の功労者には、利用規程第６条第１項第
５号の優待利用券を交付することができる。
　学外者には、願書により利用規程第６条第１
項第５号の特別利用券を交付することができる。
この場合においてその有効期間は、当該年度内
とする。ただし、一時利用の場合は、当日限り
の利用券を貸与する。
　学内団体職員には、願書により利用券を交付
する。その有効期間は、在職中とする。
　（図書の予約・貸出期限の更新）
第７条　利用者の希望する図書が他に貸出中の場合
は、その図書を予約することができる。
２　貸出期限の更新は、その図書について他に予約
者がいない場合に限り、当該図書を提示した上で
１回に限り行うことができる。ただし、試験期に
おいては、これを制限することがある。
　（転貸の禁止）
第８条　貸出中の図書は、これを他人に転貸しては
ならない。
　（入庫検索）
第９条　利用規程第１３条第１項第３号に規定する入
庫検索について、図書館長の許可を受けた者の範
囲は、次のとおりとする。
　別表第３の大学非常勤講師に準ずる者
　優待利用券の交付を受けた者
　次項に定める特別入庫検索の許可を受けた者
２　特別入庫検索の許可は、次の区分により行う。
　大学の教育職員が、教育上の理由により、学
部学生の入庫検索を必要と認めたときは、当該
学生の入庫を許可する。この場合においてその
有効期間は、当該年度内とする。
　大学の教育職員が、担当ゼミナール又はクラ
スの指導上の理由により、学部学生の入庫検索
を必要と認めたときは、当該教育職員に所定割
当人数分の許可をする。この場合においてその
有効期間は、当該年度内とする。
３　学部学生の特別入庫検索を希望する大学の教育
職員は、所定の願書をメイン・カウンターに提出
しなければならない。
４　入庫検索については、あらかじめ図書館職員に
よるガイダンスを受けなければならない。
５　入庫検索するときは、私物をロッカーに納めて
から入庫受付で学生証により入庫手続きを行う。
　（複　写）
第１０条館内に設置する複写機による図書館蔵書の
複写の取扱いは、次のとおりとする。
　複写は、図書館職員の包括的管理の下で、著
作権法（昭和４５年法律第４８号）を遵守のうえセ
ルフ・サービスにより行うものとする。
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　私費による複写については、複写申込手続を
省略する。ただし、カラー複写及びマイクロ資
料の複写については、所定の手続を必要とする。
２　複写料金の区分は、次のとおりとする。
　本学の予算に計上された経費（以下「校費」
という。）によるもの
　　　ア　実験実習材料費
　　　イ　教材費
　　　ウ　教員コピー費
　　　エ　その他
　私費によるもの
３　複写料金は、別表第４の料金表による。
　（情報検索）
第１１条　情報検索の利用料金区分は、次のとおりと
する。
　校費によるもの
　　　ア　個人研究費取扱規程によるもの
　　　イ　実験実習材料費
　　　ウ　その他
　私費によるもの
２　利用料金は、別表第４の料金表による。
　（３階グループ閲覧室の利用）
第１２条　総合図書館３階のグループ閲覧室は、図書
館蔵書を用いて研究討議を行うグループに限り、
利用することができる。
２　利用は、原則として授業時間単位とし、１日に
つき２時限を限度とする。
３　利用の申込みは、開架閲覧室カウンターにおい
て２週間前から受け付けるものとする。
４　利用を希望するグループの代表者は、所定の申
込書を提出しなければならない。ただし、代表者
が学生の場合は、所定の申込書に原則として指導
教授の認印を受けなければならない。
　（研究個室の利用）
第１３条　利用規程第３８条の研究個室における利用区
分は、次のとおりとする。
　　　　　大学の専任教育職員　大学院学生その他
（地下１階）Ｂ１０１～Ｂ１０５　　　Ｂ１０６～Ｂ１１０
（地下２階）　 　　　　　　　　　Ｂ２０１～Ｂ２１０
２　研究個室は予約制とする。
３　利用の申込みは、メイン・カウンターで１週間
前から受け付けるものとする。
　（図書館ホールの利用）
第１４条　図書館ホールは、原則として図書館の主催
する次の事業に利用するものとする。
　図書館利用案内
　図書館利用指導
　図書館業務にかかわる研修会
　講演会又は研究会
　その他
２　図書館長は、前項のほか、図書館の運営に支障
のない限り、他の利用を認めることがある。
３　前項による利用の申込みは、所定の申請書によ
り運営課長に提出しなければならない。
　（改　廃）
第１５条　この要領の改廃は、図書委員会の議を経て
行うものとする。
　　　　附　則
１　この要領は、平成２年４月１日から施行する。
２　この要領施行の日をもって、図書館利用に関
する取扱内規（昭和６０年４月１日制定）は、廃
止する。
　　　　附　則
　　この要領（改正）は、平成７年４月１日から施
行する。
　　　　附　則
　　この要領（改正）は、平成８年４月１日から施
行する。
　　　　附　則
　　この要領（改正）は、平成１０年４月１日から施
行する。
　　　　附　則
　　この要領（改正）は、平成１１年１０月１日から施
行する。
　　　　附　則
　　この要領（改正）は、平成１２年４月１日から施
行する。
　　　　附　則
　　この要領（改正）は、平成１３年４月１日から施
行する。
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別表第１（第２条関係）　 図書館の休館日
別表第２（第３条関係）
　総合図書館各フロア及び高槻図書室の開館（開室）時間
１　総合図書館
　①　通常期間（学部の授業を行っている期間）
　②　夏季休業期間（７月２９日～９月２０日）
　③　その他休業期間（学部の授業を行っていない期間）
注１　レファレンスカウンターは、授業・試験期間９００～
２０００、休業期間１０００～１７００とする。
注２　図書の貸出・複写・レファレンス等の申込受付時
間は、各カウンターの終了１５分前までとする。

２　高槻図書室
　①　通常期間（学部の授業を行っている期間）
　②　夏季休業期間（７月２９日～９月２０日）
　③　その他休業期間（学部の授業を行っていない期間）

別表第３（第４条関係）　 利用者の範囲及び取扱い
注１　図書館間相互利用に関する協定等がある場合は、当
該協定等の定めるところによる。
注２　上記以外の利用については、願出により図書館長が
許可する。
注３　開架図書の貸出冊数は、上記貸出限度内で５冊以内
２週間以内とする。
注４　有効期限が当該年度末までの利用資格者が、年度を
越えて継続利用する場合は、所定の手続きを経なけれ
ばならない。
注５
　特別１
　　・次年度本学専任教員への採用予定者及び非常勤講師
委嘱予定者で、所属予定学部等の長を通じて申請さ
れた入庫を必要とする者
　　・本学専任教員との共同研究関係者で、本学専任教員
を通じて申請された入庫を必要とする者
　　・ＲＡ、ＴＡなどで、研究所等を通じて申請された入
庫を必要とする者
　　・上表表記の研究者・研究員で、受入機関が人事課に
申請手続きをしていない入庫を必要とする者
　特別２
　　・研究所等を通じて申請された入庫を必要としない者
　特別３
　　・国際交流センターから申請された日本語セミナー学
生など館内閲覧のみの利用者
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高槻図書室総合図書館
第１土曜日第１土曜日
本大学記念日本大学記念日
夏季及び冬季休業期間中の土曜日夏季休業期間中の土曜日
日曜日休業期間中の日曜日
国民の祝日に関する法律（昭和２３年法
律第１７８号）に規定する休日
休業期間中の国民の祝日に関する法律
（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日
夏季及び冬季休業の一定期間
　　８月１１日～８月２０日
　　８月２８日～９月３日
　　１２月２６日～１月６日
夏季及び冬季休業の一定期間
　　８月１１日～８月２０日
　　１２月２８日～１月６日
入学試験期間
　　２月１日～２月８日
　　２月２８日～３月２日
入学試験期間
　　１月３１日～２月８日
　　２月２８日～３月２日
図書の整備、現物照合等に必要な期間
　　３月３１日
図書の整備、現物照合等に必要な期間
　　年度末の３日間（日曜日を除く）
３階グループ閲覧室３階一般閲覧室書庫・１階・２階
９：００～２１：１０９：００～１８：００９：００～２２：００月～土曜日
閉　　室閉　　室１０：００～１８：００日曜・祝日
３階グループ閲覧室３階一般閲覧室書庫・１階・２階
１０：００～１９：３０閉　　室１０：００～２０：００月～金曜日
１０：００～１６：１０閉　　室１０：００～１７：００８２８～９３
３階グループ閲覧室３階一般閲覧室書庫・１階・２階
１０：００～１９：３０閉　　室１０：００～２０：００月～金曜日
１０：００～１６：１０閉　　室１０：００～１７：００土　曜　日
１０：００～１６：１０閉　　室１０：００～１８：００１２２１～２５の間の土・日
１０：００～１６：１０閉　　室１０：００～１７：００１２２６～２７
９：００～２０：００月～金曜日
９：００～１７：００土　曜　日
９：００～１７：００月～金曜日
９：００～１７：００月～土曜日
図書の貸出限度有効期間利　用　資　格　　
２週間５冊
在籍中　
滞在期間中特別聴講学生
準ず
る者 当該年度内委託生、聴講生、科目等履修生、員外研究者
在職中定時職員
３ヵ月２０冊
在籍中　
滞在期間中大学院外国人留学生
準ず
る者 当該年度内研修生、委託学生、聴講生、科目等履修生、交流研究生、外国人研究生
６ヵ月３０冊
在職中
授与中名誉教授準ず
る者 在任中客員教授、特任外国語講師
３ヵ月２０冊在職中又は在任中
委嘱研究員、受入研究員、委託研究員、
研究顧問、研究嘱託、私学研修員
準ず
る者
外国人研修員、交換研究者、招聘研究者、
外国人研究員
高等学校・中学校・幼稚園教育職員、
非常勤講師
専任事務職員、役員、評議員
嘱託等の非専任職員
２週間５冊当該年度内
　校　友
推薦校友
教育後援会・校友会職員
生協職員、学内学会職員
　優　待
退職者
３ヵ月２０冊申請期間内
（最長当該
　年度内）
注５参照特別１
２週間５冊注５参照特別２
不可注５参照特別３
準ず
る者
学部学生
大学院学生
　大学専任教育職員
　大学非常勤講師
別表第４（第１０・１１条関係）　 料金表
備考
　１　校費による場合は、申込書（写し）、利用料金請求書
（写し）等を当該予算所管部署に送付する。
　２　料金単価には消費税を含む。
　３　私費による複写料金は、次のいずれかにより収納す
る。
　　　プリペイド・カードの購入
　　　コイン式収納機への料金投入
　　　　ただし、カラー複写料金及びマイクロ資料の複写
料金は、受付窓口で収納する。
　４　図書館間相互利用に関する協定等のある場合は、当
該協定等の定めるところによる。
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料金（単価）
資料の形態
複　
　
　
　
　
　
写
その他職員・学生
１０円
５０円１０円
普通紙
（モノクロ）
－
－１００円
普通紙
（カラー）
４０円
６０円１０円普通紙マイクロ資料
注記
　１　撮影・現像・印画紙プリントについては、委託業者との契約料金による。
　２　「その他」欄の上段は「学外からの来館利用者等」の料金を、下段は
「郵送による相互利用」の料金を示す。
・検索出力リスト表示のメッセージ等により計算する。
・外貨計算を必要とする場合は、前日の外貨レート終値（１円未満切り捨
て）を５円単位で切り上げた数値で計算する。
・利用料金は１０円未満を切り捨てる。
・ハードコピー（－利用等）料金は、出力紙１枚につき１０円とする。
情
報
検
索
図 書 資 料
　『大学図書館研究』の原稿募集要項に準じて、概要を次の
ように定める。
　原稿執筆者の範囲
　　原則として、依頼記事・寄稿記事いずれの場合も、本
学の教育職員並びに本学図書館所属専任事務職員を執筆
者とする。
　原稿の内容
　　次のいずれかで、執筆者自身の未発表原稿とする。
　　ア　研究論文・研究ノート
　　イ　図書館に関する調査・意見
　　ウ　本学所蔵資料の紹介
　　エ　図書館職員のレポート
　　オ　その他図書館に関する記事
　収　載
　　寄稿原稿が予定の紙幅を超える件数があったときは、
収載順序を図書館長が決める。
　謝　礼
　　依頼記事の執筆者（図書館職員は除く）には、若干の
謝礼と掲載号５部を贈呈する。寄稿記事の執筆者（署名
記事執筆者）に対しては、１編につき掲載号５部を贈呈
する。
　　ただし、いずれの場合も抜き刷りは提供しない。
　投稿先
　　関西大学図書館運営課
 （℡０６６３６８１１２１、内線４３１２）
 電子メール（	
	）
　執筆要領
　ア　本誌１ページにつき２０７０字相当とする。
　イ　原稿は横書き、電子メールまたはフロッピーでの提
出を原則とし、手書き原稿も可とする。
　ウ　電子メールまたはフロッピーで提出する場合は、プ
レインテキスト形式（ 形式 ）もしくはワープロ（）
形式を原則とする。
　エ　ワープロを使用の場合は、２３字×４５行を１ページと
して設定する。
　オ　本文中に図・表または写真を掲載する場合は、その
相当分の字数を割愛する。
　カ　原稿は次の順に記載する。
標題、執筆者名、本文、注記、引用文献、
参考文献、および職名・執筆者名のひらがな。
　キ　原稿の表記は、次に従うものとする。
漢字は原則として常用漢字を用い、新かなづかいに
よる。書誌学的な理由などから、特に旧字体を使用
する必要がある場合は、原稿用紙の右欄外にその旨
を記す。また、欧文原稿を除き句読点は「。」「、」を
用いる。
数字は、引用文および漢語の一部として漢数字が習
慣的となっている場合を除き、原則としてアラビア
数字を用いる。
引用文献、参考文献の記載方法は、次のとおりとす
る。
ａ．雑誌論文の場合
　　筆者名“論文名”『雑誌名』巻（号）年月　ペー
ジ。
ｂ．図書の中の一部引用の場合
　　著者名“論文表題”『書名』（図書の著編者名）
出版地　出版者　出版年　ページ。
ｃ．図書の場合
　　著者名『書名』出版地　出版者　出版年。
ｄ．欧文の場合は、著者名を転置形として、雑誌名
または書名には『　』を付さずにアンダーライ
ンで示す（印刷では、イタリック体活字になる）。
［例］	
“	
	”
	
（）	

ク　図・表は、図１図２、表１表２、のように記す。
図または表を電算等で出力したものをそのまま使用す
るときは、鮮明なものを用いる。写真は出来るかぎり
モノクロームを用いる。図、表、写真には、その裏に
執筆者名、標題、図１図２、表１表２のように番号を
鉛筆書きのこと。
ケ　校正は、初校を執筆者に依頼し、再校以降は図書館
が行うことを原則にするが、必要のある場合再校以降
についても執筆者の協力を得るものとする。
　ホームページにおける公開
掲載原稿は関西大学図書館ホームページにて公開する。
以　上
図書館フォーラム第６号（２００１）
１０８
『図書館フォーラム』投稿要項
